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 自由行動下のマウスの神経活動を詳細に観察す

ることが可能となれば，知覚や動作に関連した脳機

能の解明に大きな前進をもたらすと期待される．特

定の波長域における神経細胞周辺の吸光度は神経

細胞の興奮と強く相関していることが指摘されており，

脳表の吸光度変化を測定することで神経活動を間

接的に測定することが可能となる[1]． 

 本研究では，非拘束下マウスにおける神経活動イ

メージング手法の確立を目的として，脳表面に埋植

可能な自己リセット型 CMOS イメージセンサを開発

し，神経活動に起因した吸光度変化の検出を試み

た．自己リセット型イメージセンサは画素内の容量が

露光過多により飽和する前に画素をリセットし，画素

飽和を回避することで高光強度下における測定を可

能としたセンサであり，通常センサより高い信号雑音

比で光強度変化の測定を可能とする[2]． 

実験では，Fig.1に示すようにセンサをマウスの後

肢体性感覚野付近に埋植し，外部から中央波長

630 nmのLED光を照射した．Fig.2に埋植用自己

リセット型イメージセンサによって得られた画像を示

す．また，マウスの後肢に電気刺激を与えた際に後

肢体性感覚野で得られた信号強度変化を Fig.3 に

示す．刺激直後に脳表の吸光度が減少し，10 秒程

度の間信号強度が上昇した． 

酸化型ヘモグロビンは還元型ヘモグロビンに比べ

波長 630 nm 付近の光に対して低い吸光度を示す

ことが知られており，また神経興奮の直後から 10 秒

程度の間は神経細胞の周囲で酸化型ヘモグロビン

濃度が上昇することが報告されている[1]．Fig.3 はそ

こから予測される信号強度の変化とよく整合しており，

自己リセットセンサによる内因性シグナル検出の可

能性を示している． 
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Fig.1 Schematics of neural activity measurement using an 
implantable image sensor. 

Fig.2 Image of brain surface obtained with a self-reset 
image sensor. Blue, green, and red points represent pixel1, 
pixel2, and pixel3 in Fig. 3, respectively. 

Fig.3 Temporal changes in signal intensity of the pixels. 
Electrical stimulation of a hind leg was performed at 0 s. 
The data were averaged over ten trials. 
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